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四
月
十
三
日（
金
）～
十
七
日（
火
）　

弥
生
祭（
日
光
市
日
光
）

　

奈
良
時
代
か
ら
続
く
日
光
二
荒
山
神
社
の

例
祭
。
古
か
ら
の
し
き
た
り
と
格
式
を
重
ん

じ
る
た
め
、
町
内
同
士
で
い
ざ
こ
ざ
が
よ
く

発
生
す
る
。
別
名「
ご
た
祭
り
」。
見
ど
こ
ろ

は
、
東
町
、
西
町
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
花
家

体
。
日
光
の
春
の
訪
れ
を
知
ら
せ
る
祭
り
で

あ
る
。
十
六
日（
月
）に
は
宵
祭
が
行
わ
れ
る
。

四
月
二
十
二
日（
日
）

唐
澤
山
神
社
奉
納
武
道
大
会（
佐
野
市
）

　

唐
澤
城
本
丸
跡
に
建
つ
唐
澤
山
神
社
は
、

む
か
で
退
治
の
伝
説
や
平
将
門
を
滅
ぼ
し
た

藤
原
秀
郷
を
祀
る
社
。
こ
の
日
境
内
で
、
柔

道
、
弓
道
、
剣
道
の
試
合
が
奉
納
さ
れ
る
。

二
十
五
日（
水
）に
は
、春
の
大
祭
が
行
わ
れ
る
。

五
月
三
日（
木
・
祝
）

足
尾
ま
つ
り（
日
光
市
・
足
尾
）

　

か
つ
て
足
尾
銅
山
が
栄
え
て
い
た
こ
ろ
山

神
社
は
、
銅
山
の
守
り
神
だ
っ
た
。
閉
山
後
、

そ
の
山
神
祭
を
受
け
継
ぎ
町
民
に
よ
り「
足
尾

ま
つ
り
」が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
出
車
、

神
輿
が
町
内
を
練
り
歩
く
。
雨
天
は
翌
日
に

順
延
。

五
月
五
日（
土
・
祝
）

間
々
田
の
蛇
祭
り（
小
山
市
）

　

江
戸
時
代
か
ら
続
く
間
々
田
の
鎮
守
八
幡

宮
の
祭
り
。
五
穀
豊
穣
と
疫
病
退
散
を
祈
願

し
、「
ジ
ャ
ガ
マ
イ
タ
」の
掛
け
声
と
と
も
に
、

蛇
を
形
作
っ
た
全
長
十
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
七
体
の
蛇
体
を
町
民
が
担
い
で
練
り
歩
く

奇
祭
。
午
前
十
時
か
ら
。

宇
都
宮
伝
統
文
化
連
絡
協
議
会
顧
問  

柏
村  

祐
司
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前
回
、
女
性
の
信
仰
と
し
て

十
九
夜
信
仰
を
紹
介
し
た
が
、
今

回
は
男
性
の
信
仰
で
あ
る
庚
申
信

仰
を
紹
介
し
た
い
。
庚
申
信
仰
は
、

中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
道
教
に
、「
人
間
の
体
内
に

三さ
ん

尸し

と
い
う
虫
が
お
り
、
庚
申
の

晩
に
人
が
寝
る
と
体
内
か
ら
抜
け

出
し
て
天
帝
に
そ
の
人
の
罪
過
を

告
げ
、
そ
の
た
め
に
人
間
は
天
帝

か
ら
罰
を
受
け
る
。
そ
こ
で
罰
を

受
け
な
い
た
め
に
庚
申
の
晩
は
身
を

慎
ん
で
徹
夜
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
の
教
え
が
あ
る
。

　

わ
が
国
で
は
平
安
時
代
に
公
家

の
間
に
庚こ

う
し
ん
ま
ち

申
待
と
し
て
庚
申
信
仰

が
広
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
武
士
階

級
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
江
戸
時

代
に
は
庶
民
の
間
で
も
庚
申
信
仰

が
盛
ん
と
な
り
、
各
地
に
庚
申
講

が
組
織
さ
れ
、
庚
申
塔
が
建
て
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

栃
木
県
で
は
、
足
利
市
と
日
光

市
旧
日
光
が
庚
申
信
仰
の
盛
ん
な

地
域
で
あ
る
。
特
に
旧
日
光
市
は
、

古
く
か
ら
庚
申
信
仰
が
盛
ん
で
、

寛
永
年
間（
一
六
二
四
〜
四
三
）の
も

の
を
初
め
江
戸
時
代
初
期
造
立
の

庚
申
塔
が
見
ら
れ
る
。
宇
都
宮
市

の
場
合
、
庚
申
塔
の
造
立
か
ら
見

る
限
り
十
八
世
紀
後
半
か
ら
盛
ん

と
な
り
、
最
盛
期
は
文
化
文
政
期

頃
か
ら
昭
和
初
期
頃
で
あ
る
。

　

庚
申
講
は
、
大
字
や
坪
単
位
に

組
織
さ
れ
た
。
そ
の
講
中
が
造
立

し
た
供
養
塔
が
庚
申
塔
で
あ
る
。

宇
都
宮
市
内
の
庚
申
塔
に
は
、
河

原
石
や
切
り
石
を
素
材
と
し
、
表

面
に「
庚
申
塔
」と
か「
庚
申
供
養

塔
」、「
青
面
金
剛
供
養
塔
」、「
猿

田
彦
大
神
」等
と
文
字
を
刻
ん
だ

も
の
、
お
よ
び「
青し

ょ
う
め
ん
こ
ん
ご
う

面
金
剛
像
」を

浮
彫
に
し
た
も
の
等
が
見
ら
れ
る
。

多
く
は「
庚
申
塔
」「
庚
申
供
養

塔
」等
の
文
字
碑
で
あ
り
、
宇
都

宮
の
庚
申
塔
の
特
色
で
あ
る
。「
青

面
金
剛
像
」の
浮
彫
は
数
少
な
く
、

河
内
地
区
下
田
原
町
上
組
の
享
和

三（
一
八
〇
三
）年
の
庚
申
塔
は
、

典
型
的
な
青
面
金
剛
像
を
施
し
た

庚
申
塔
で
あ
る
。

　

庚
申
講
の
集
ま
り
は
、
六
十
日

ご
と
に
め
ぐ
っ
て
来
る
庚
申
の
日
の

晩
に
開
催
さ
れ
る
。
宿
は
各
家
回

り
番
制
で
、
座
敷
の
床
の
間
に
庚

申
講
の
掛
け
軸
を
下
げ
、
そ
の
前

に
ご
馳
走
を
供
え
灯
明
を
灯
す
。

男
た
ち
が
集
ま
り
、
拝
礼
し
、
そ

の
後
飲
食
・
歓
談
と
な
り
、
翌
朝

解
散
と
な
る
。
と
も
あ
れ
庚
申
の

晩
は
、
家
に
帰
ら
ず
宿
で
寝
ず
に

過
ご
す
も
の
だ
と
い
わ
れ
、「
庚
申

様
の
日
に
出
来
た
子
は
盗
人
に
な

る
」と
か
、「
長
話
は
庚
申
の
夜
に
」

等
の
言
い
伝
え
が
あ
る
。
話
題
は
、

庚
申
様
を
作
神
と
す

る
と
こ
ろ
か
ら
農
作

業
の
こ
と
や
村
の
簡
単

な
決
め
事
等
が
多
か
っ

た
。
こ
れ
が
一
般
的
な

庚
申
講
の
様
子
で
あ
る

が
、
地
区
に
よ
り
多

少
異
な
る
。
雀
宮
地

区
東
谷
町
の
あ
る
講
中
で
は
、
念

仏
を
唱
え
、「
食
い
庚
申
」と
称
し

て
ウ
ド
ン
を
打
っ
て
食
べ
た
と
い
う
。

同
じ
東
谷
町
の
北
新
田
の
講
中
で

は
、
ケ
ン
チ
ン
汁
、
ガ
ン
モ
ド
キ
、

キ
ン
ピ
ラ
牛
蒡
、
ホ
ウ
レ
ン
草
の
オ

ヒ
タ
シ
等
の
御
馳
走
を
酒
を
飲
み

な
が
ら
食
べ
た
と
い
う
。

　

江
戸
中
期
頃
か
ら
盛
ん
で
あ
っ
た

宇
都
宮
市
内
の
庚
申
信
仰
で
は
あ

る
が
、
昭
和
三
十
年
代
以
降
衰
退

し
た
。
そ
れ
で
も
上
欠
町
初
網
坪

の
よ
う
に
、
年
二
回
飲
食
店
を
会

場
に
、
十
九
夜
講
と
庚
申
講
を
兼

ね
て
男
女
が
集
ま
り
飲
食
歓
談
を

行
って
い
る
所
も
あ
る
。

　

十
九
夜
信
仰
も
庚
申
講
も
、
暮

ら
し
に
根
付
い
た
風
習
は
、
簡
単
に

は
捨
て
き
れ
な
い
。
ま
た
、
人
々
の

絆
を
求
め
る
意
識
も
お
い
そ
れ
と

は
無
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
野

辺
に
た
た
ず
む
十
九
夜
塔
や
庚
申

塔
は
、
名
の
あ
る
仏
師
の
彫
刻
に
比

べ
る
と
芸
術
性
は
劣
る
が
、
か
つ
て

の
地
域
住
民
の
信
仰
、
暮
ら
し
ぶ

り
を
今
に
伝
え
る
証
で
あ
る
。

「
長
話
は
庚
申
の
夜
に
」

下田原上組の
青面金剛像

庚申講の
お日待ち


